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Fig．4　Relati6n　between　division　number（m）
　　　　and　deflection　（”o　or　zθc）
　（2）非線形地盤上の等厚板
　正方形板の中央に集中荷重が作用し，ばねが非線形
性を呈する場合，そのばね性状が断面力および変形に
及ぼす影響について調べた．図6は，荷重と中央点の
たわみとの関係で，図7は荷重と隅角部のたわみとの
関係で，また図8は荷重とモーメントとの関係を表わ
したものである．各々の図に，Winkler形ばね，非引
張性Winkler形ばね，指数形ばね，双曲線形ばねの場
合を示している．これらの図より，たわみに関しては
ばねの非線形性の影響が明らかにみられるが，モーメ
ントに関してはWinkler形ばねとして解析した場合
とほぼ同じ結果が得られた．したがって，実際の設計
においては従来のWinklerばねによる解法で十分で
あると考えられるが，変形に関しては，非線形性の影
響を考えなければならない．
　（3）非線形地盤上の変厚板
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Fig．5　Case　of　partially　and　uniformly　load．
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Fig．6　　Load－deflection　（zoo）　curves．
Table．2 Case　of　partially　and　uniformly
load．
Author Kurata Noumachi
0．037S2 0．03785 0．0378
Table．3　Case　of　concentrated　load．
（cm）
K Author Kitamura
10 0．04628 0．04686
　　2P0 0．01249 0．01284
103 0．003428 0．003598
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Fig．7　　Load－deflection　（ωc）curves
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　地盤上の平板に関しては，古くから多くの研究が行
なわれてきているが，非線形地盤上の変厚板に関して
はほとんど研究が行なわれてない．そこで，図9に示
すような一方向にのみ板厚が直線的に変化する変厚板
に関して，断面力および変形の解析を行なった．この
場合の地盤は非線形性を呈する双曲線ばねを想定し，
分割数は10分割で行なった．なお，各点の諸量は，〃＝
α／2上の断面力および変形である．結果を図10に示
す．
7．結　　語
　本論文は，先に提示した変厚板の解法の非線形地盤
上の変厚板の曲げ解析への応用性について検討したも
のである．数値解析の結果から，本解析法による数値
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Fig．9　R㏄tangular　plate　with　variable
　　　　thickness．
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Fig．10
解は一様な収束性をもつこと，
による解析においても，実用上十分な精度をもつ解が
得られることなどが確認され，本解析法の妥当性が検
証された．
　したがって，地盤上の変厚板の解析においても，先
に提示した変厚板の曲げ解析と同様に，荷重の分布状
態や板厚，板剛度の場所的変化が不規則で関数表示で
きない場合でも，矩形板の縦横の等分割線におけるこ
れらの諸量の値が与えられれば，諸量が規則的な場合
と全く同様に解析することができる．
　［Appendix］
　　　　　　　　　　　　　v冒0．167
Results　of　numerical　analysis　of
rectangular　plate　with　variable
thickness　on　non－linear　foundations．
　　　　　　　　　また，比較的粗い分割
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［γρ，］＝
　β良　　　μβガ　　　0　　　　0　　　　0　　　0　　0　一々どゴ
　0　　　　一μβガ，　　βff　　　O　　　μβガ　　0　　0　　　0
一μβゴゴ　　　0　　　　μβガ　　　βごf　　　O　　　O　　O　　　O
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　0　　　　　0　　　　　0　　　　0　　－1fゴβずゴレβffμβ」」　0
　0　　　　　0　　一み」βヴ　　0　　　　0　　μβガ　βガ　　0
一μβガ，κfゴ　　0　　　　　0　　　　0　　　　0　　μβi」　0　　βど
　0　　　一κf」βヴ　亀0　　　　0　　　　0　　　0　　βfゴ　βガ
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